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都市と自然が

つながり合うまちを目指して

目指す姿「実る緑区」を実現するための３つの視点

住み続けたい

まちづくり

多様性を生かした

交流のまちづくり

つながりと将来性を生かした

にぎわいのあるまちづくり

相模原市  緑区基本計画令和2～9年度

緑区のまちづくりの基本的な方向性を示す緑区基本計画では、区民・地域・各種団体・

企業・行政など、まちづくりを担う各主体が役割を分担し、また、協働しながら、総合的・

横断的に施策を展開し、緑区の目指す姿「実る緑区」の実現を図ります。

東日本台風の影響により、甚大な被害

を受けた緑区では、「一歩ずつ前へ、

がんばろう！緑区」を合言葉に、復旧・

復興に向けて取組を推進します。

相模原市緑区役所

実る緑区

相模原市緑区のプロフィール

緑区特設サイトを

チェック！

すもうよ！緑区

相模原市緑区

イメージキャラクター

ミウルのツイッターだよ

緑区は、東部に工業や商業、業務機能などが集積し、西部に美しい山なみや湖・川など

豊かな自然が広がる地域で、市の中で最も広い面積の区です。橋本駅周辺は、鉄道や

道路の広域的な要衝となっており、商業施設や文化施設などが立地し、市の中心市街

地の一つを形成しています。また、交通利便性を生かして多くの工業が栄え、市の内陸

工業都市としての発展を支えてきました。西部の津久井地域においては、山林や農地、

湖・川、里山など、水源としての豊かな自然環境と調和した住環境の整備や地域資源を

生かした観光交流が進められています。
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橋本「橋本駅前」

大沢「相模川自然の村公園」城山「新小倉橋・小倉橋」

「キャンプ場」

津久井「いやしの湯」

相模湖「甲州街道小原宿本陣」

藤野「緑のラブレター」

橋本

大沢

城山

津久井

相模湖

藤野



中山間地域 の 振 興 ～癒しの交流拠点の創造を目指して～

取組目標

各施策分野に合わせて、

６つの取組目標を定め、

区のまちづくりを

進めます

緑
区
基
本
計
画
（概要）

実る緑区
緑区
の

目指
す姿

緑区基 本計 画とは

計画期間

令和2〜9年度

目指す姿を実現するための

～都市と自然がつながり合うまちを目指して～

緑区のまちづくりについては、地域の資源や特性を生か

しながら、区民の区や地域への愛着を高めるとともに多

様な主体との連携・協働により、区制を生かした取り組み

を進めていくことが必要です。しかし、人口減少と超高齢

化という大きな課題に直面していく中、地域コミュニティ

を維持するために重要な、地域活動の担い手不足などの

課題が一層深刻化していくことが見込まれます。

緑区基本計画は、こうした地域課題に対応し、活力や魅力

あるまちづくりが持続的に進められるよう、施策分野別基

本計画との整合を図りながら、区が目指すべきまちづく

りの方向を示したものです。

首都圏南西部における広域交流拠点として多様な都市機能・産業の集積を促進し、より一層の強化

を図ります。また、豊かな自然や特色ある観光イベント、体験型観光、歴史・文化などの地域の多様性

や区の魅力を生かした観光振興を図るとともに、近隣自治体や企業との連携を図りながら、交流

人口や関係人口の拡大を図ります。

緑区の目指す姿の実現を図るためには、防災力の強化と災害からの復旧・復興に取り組み、

区民の安全・安心を確保することを大前提とし、その上で、以下に掲げる3つの視点を

念頭に、「実る緑区」を目指します。

SDGs（持続可能な開発目標）

誰もが安全で安心して暮らせる社会の

実現に向けて、市民・事業者・行政などが

連携・協働し、SDGsを踏まえた施策の推進

に取り組んでいきます。

緑区に設置した6地区のまちづくり会議において、課題と対応方策を

検討いただいたほか、ワークショップなどの手法により区民の皆様の

声を聴きながら、区民会議で審議を重ねてとりまとめました。

問い合わせ先

相模原市 緑区役所

区政策課 総務・政策班

TEL.042-775-8802

緑区基本計画の策定に当たって

緑区特有の大きな課題である中山間

地域の人口減少への対策や地域振興

を推進し、持続可能なまちづくりを進め

るために、緑区の特性を生かした施策

展開の方向性を定めました。

1. 豊かな人材を活用し、地域コミュニティの充実・強化に取り組みます

2. 豊かなライフスタイルを提案し、移住を推進します

3. 豊かな環境を活用し、新たなビジネススタイルを推進します

多様性を生かした交流のまちづくり

都市部と中山間地域といった地域の特性に応じた多様なコミュニティ形成を進めるとともに、交通

ネットワークの維持・確保や医療・介護サービスの充実、子育て環境の整備などを図り、誰もが安全

で安心して暮らすことができ、住み続けたいと思えるまちづくりを進めます。

住み続けたいまちづくり

圏央道やリニア中央新幹線など、発展する広域交流ネットワークを生かし、都市機能の集積や産業

の活性化を図るとともに、その効果を区全体に波及させることにより、持続可能なにぎわいのある

まちづくりを進めます。

つながりと将来性を生かしたにぎわいのあるまちづくり

3つの
視点

自然と共存し

生かし合う

まちづくり

地域経済の活性化、地域の特性を

生かした観光振興、中山間地域

の振興、文化財の保護と

活用など

子育て支援体制の充実、

生涯学習・社会教育の

振興など

地域の伝統・文化を生かしたコミュ

ニティの醸成、地域の多様性を

踏まえた区民サービスの

向上など

水やみどりの保全・活用、

農業・林業の振興、

地域と取り組む中山間

地域対策など

医療体制の充実、障害のある人の

地域生活の支援、福祉の

担い手の支援・育成・

確保など

防災対策の充実、

地域ぐるみの安全・安心活動の

推進など

創り合う

つながり合う

まちづくり

育て合う

学び合う

まちづくり

認め合う

支え合う

まちづくり

守り合う

助け合う

まちづくり

交流し

高め合う

まちづくり


